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Rede　bei　Er6ffnung　der，　Vorlesungen　tiber　Padagogik

にお・けるJ．F．　HerbartのDer　Takt観

井　　　野　　　正　、　人
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　　　　　　　　　　　　（2）Uber　Pestalozzi’s　neueste　Schrift：Wie　Gertrud

　　　　　　　　　　　　　　　ihre　Kinder　lehrte．　An　drei　Frauenはおいて
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皿　結　　　び

　　　　　　1序　　　　G．Hartensteinもそれらが明力〉に“Keime　se’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iner　sp註tern　P琶dagogischen　Grundgedanken’，

G．Weissは」．　F．　HerbartのAllgemeine　　　　　　　　　　　　．　．　．　　．
　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　を蔵するのみならず、“eln　wlchtlger　13eltrag　2u
l霊慧蒜麗i㌘還｝：「㍑：：tsein・・p・・s6nli・hen　Cha・akt・・i・ti議して

のA119。mein。　P註dag。gikで取扱われているも　飾している・1四9年He「ba「tはBu「gd°「f

のは、結局彼が青年期以来教育的中心問題として　　に」・亙・Pestalozziを訪れているが・それ以来

注目したもの～、包括的な、重要点では詳細にわ　　Pestalozziの人格と思想とは・彼の生涯に決定的

たる論究や髄に他ならない＿．」1）と述噛が、　な影響を与えている・1800年1月スイスを去路

この“was　Heτbart　seit　seinen　Jugendtagen　　地を巡り・途に故郷Ordenbungを出てBremen

a1。　ein　p鼓dag。giscn・。　K。mp，。bl。m　v・，　の友人」・S・hmidtの許で過した蓄積と整備の2

Augen　stand・なる言葉の中には、1797年から　　箇年の意義は重大で・GWeissも“Diese　Zeit

1800年まで約2年10ケ月、21才から23才に至る間　　ist　vo「allem　fU「die　Entwicklung　seines

の、スイスのBernの貴族Herr　von　Steiger　i家　　P註dagogischen　Systems　von　grosser　Bedeu・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ハ
の家庭教師時代の報告たるAn　vo口Steiger五　　tung　gewes甑”と述べている。　Bremen時代

通に見られる教育思想は当然含まるべきもので、　　のHerbartの敦育思想はPestalozzi関係の諸
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　活動を通じて形成発展せられ“der　erste　litera一　等を取り上げて当時のHerbartの自己形成の過

　rische　Veエk倣1der　Pestalozzis　in　Deutschland”　　程をうかsいつ＼、特にRede　bei　Er6ffnung
　　　　　　　　　　　　　　らラ
　となつたと見られている。彼は当時の8remen　　der　Vorlesungen亘ber　P註dagogikに現れた

　のGymnasium改革に闘して“ldeen　zu　einem　　Der　Taktの問題に考察を加えたい。

　p註dagogischen　Lehrplan　fUr　h6here　Studien”

　において、スイス時代の教育計画に基いた改革案　　　　π　Der　Takヒの問題提出

〆を示したが・初等教育に関しても之をPestalozzi　　　　　1．　Herbartの問題意識

　の原理に従つて改革せんと意図し、1802年に

　　“Ube　r　Pestalozzi’s　neueste　Schrift：Wie　　　1803年｝こG6ttinger大学でRede　bei　Er6ff－

　Gertτud　ihre　Kinder　lehrte・An　drei　Frauen．”　　nung　der　Vorlesungen　ueber　P註dagogikを
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　を書いたのも、「ドイツ人の為に、Pestalozziの　　行つた時、　Herbartは“Der　Kunst　der　Jugen・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　試みをド・fッ語で叙述してやる」ことを必要とし　　dbildung　ist　selbst　eine　iugendliche　Kunst．”

たからだという：1802鰍G6tting。n　l、移り、　と述べている．凡そ定義di・D・fi・・iti・nなるも

　秋には大学教師就職論文の準備全くなり、当時慣　　のは凡その学問に取つて、全思索の結果の表現と

　例の口頭試験の対論でも、その哲学体系の構想殆　　して、極めて重要意義を有つが、これが可能な為

　んどなるを思わしめ、教育学の根本的探究も亦同　　には本質的なものと偶然的なものとの明確な分離

　様であつたという。この年には叉“Pertalozzi’s　　という操作を通過しなければならない。この「若

　Idee　eines　ABC　der　Anschauung　untersucht　　い技術にはそれが出来ない。その教うる処は

　und　wissenschaftlich　ausgeftlhrt．”が出され　　　‘‘mehr　tLber　das，　was　zu　vermeiden，　als　Uber

　2年後に“Pestalozzi’s　ldee　eines　ABC　der　　das，　was　zu　tun　sei”であつて、“die　Uberm・

　Anschauung　als　ein　Cyklus　von　VorUbungen　　acht　des　Zufa11”　を恐れ避けて敢て之と戦うと　’

　im　Auffassen　der　Gestalten　wissenschaftlich　　もしなかつたという。このような教育技術評価の

　entwickelt．”と改題されて第2版が出た。　　　言葉は2年後のUeber　das　Standpuuct　der　pes

　1802年G6ttingen大学私i講師となり、1806年　　・talozzischen　Unτerrichtsmethodeにも見られ、

　Allgemeine　Padagogikが出るまでの期間も本　　‘‘die　kunst　fast　mehr　im　Abhalten　als　im
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　質的にはBremen時代の継続であり、　Herbart　　Anbringen　zu　bestehen　scheint．”と記されてい

　後年の諸思想が根本的に確立されて行つた時代で　　る。この講義では教育と哲学との関係について、

　ある。之等5、6年間の彼のder　leitende　Ge－　　「若い技術」が省も哲学への期待を捨てない事を

　dankeこ・そPestolazziの教育思想であつて、　　述べているが、後のAllgemeine　p江dagogikで

　Herbartは彼に導かれ、これを補足発展せんと　　は「教育は何時の日にか哲学的研究が純粋になる

　努める事により却つて彼自らの道を開拓した。こ　　時までも休む訳には行かぬ。」として“vielmehr

　の間の幾多の講演論述等の中でこ＼では、　　　　　ist　der　Padagogik　zu　wUnschen，　dass　sie　so

　　1．Uber　Pestalozzi」s　neueste　Scfrift：Wie　unabhangig　als　m691ich　von　philosophischen
　　　G・・t・ud　ih・e　Kind・・1・h・t・．　An　d・ei　Zw。if。1n。，halt。nw。，d。．・］♪ξ記した詩思うと、

　　　Frauen・（1802年）　　　　　　　　　　　　教育学と哲学との相互の関係が強く問題として意

　　2．Rede　bei　Er6ffnung　der　Vorlesungen　　識されていた事が分り、それだけにAllgemeine
　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
　　　Uber　Padagogik．（1803年）　　　　　　　　　　　P註dagogikが‘‘aus　dern　Zweck　der　Erzieh－

　　3．Ueber　den　Standpunct　der　Beurteilung　　ung　abgeleitet”と修飾されて題名をなしている

　　　der　Pestalozzischen　Untefrichtsmethode．　　意義が首肯される。これらの彼の技術評価や教育

　　　（1804年）　　　　　　　　　　　　　　　　　と哲学の関係への言及から我々は、「若い技術」

　　4．Pestalozzi’s　Idee　eines　ABC　der　Ans一　　と「末だ純粋化されない哲学的研究」により深い

　　　chauung　als　ein　Cyklus　von　Vo斑bungen　　彫琢を加えて、いわば教育方法諭と世界観との密

　　　im　Auffassen　der　Gestalten　wissensch一　着という形に於て教育学を打ち樹てて行くこと、

　　　aftlich　entwickelt．（1804年）　　　　　　Herbartの意図は此の方向に動いていたという
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事が出来る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　年1月）には①拍子、縦線（2）如才ないこと、

　これを立証するのは“die　Geschichte　einer　　分別、機転等の意義が見られ、　Kluge，　G6tze編

Wissenschaft”と“die　Geschichte　einer　Ku一　纂の1951年版Ethymologische　W6rterbuch

nst”との関係についての彼の発言である。学問　　der　deutschen　Spracheには“Einfluss　des

の歴史は自らに到達せん為の最高、最短の道を発　　frz．　tact　komrnt　erst　Spielbei　Bed．　Feingef一

見せんとする探究の歴史に他ならぬが、之等の成　　i血1，die　zu　zus・setzungen　wie　tactvoll　und

果判定のdie　Hauptideenを理解する場合にのみ　　Herz飽stakt　fUhrt，　w註hrend　TaktgefUhl　von

この技術の歴史は我々の興味を惹くと彼はいう。　　Musikalischen　ausgeht．”と説明されてあり、

つまり技術の歴史は常に目的を、意義賦与を要　　又白水社：マルタン仏和大辞典第3巻（1953年10

求すること、両者の歴史は相互補足的な自他の完　　月）のTactの項には、「2．（jugement）〃舵η

成の立場から綜合的把握を必要とする事を指摘し　　機転、ブosα仇αsα如才無；Avoir　du一〃7気、9α

たのである。彼はこ～にA．且．NiemeyerのGr・　　万〃εゴグ％∫」と記してある。　そこで今は「呼

undsatze　der　Erziehungを卓越した著作として　　吸」とか「コツ」等の意味に取つて、個人の日常の

提示し、それが“die　Summe　der　heutigen　P註d一　　実践裡に体得された特殊的封鎖的技術に止つて、

agogik”を明かにし、教育実験の為に“die　Siche　　末だ必ずしも学問的組織的性格を獲得するに至ら

rste　und　Bewahrteste”を欲する人々を資する　　ない状態を表現する言葉として理解して置き度

処が大なる事を述べている。併しE．v．　SallwUrk　　いと思う。

は之に註して、「Herbartはこの書物にi教育学の　　　さてHerbartはRede　bei　Er6ffnung　der

経験的なものが模範的に集約されているのを見た　　Vorlesuugen　Uber　P琶dagagikの講義の対象を

・　　　けれども、彼は哲学的考察のな面から更にそれに　　先づ「学としてし教育学」die　P江dagogik，　als

　　　　　しい光を投じようとした。　（」．F．’Herbart：Pl－　Wissenschaftを「教育の技術」からder　Kunst
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り
　　　　an　zu　philosophisch　Vorlesuugen．1804年）」　　der　Erziehung区呂ljし、更に後者を「i熟練した

　　　　　と記しているから、Grundsatze　der　Erziehung　　教師の技術」die　Kunst　des　ausgelehrten　Erz・

　　　　　に対してもHerbartは又自分なりの批判を抱い　　iehersと「この技術の特殊的実行」der　einzelnen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ニむ
　　　　　て臨んだ事であろう。　　　　　　　　　　　　Ausabung　dieser　kunstとに分けて、第一の領

　　　　　　このような学問と技術との関わり方一学問体系　　域たる「学としての教育学」に論点を集申した。

　　　　　における技術の位置づけ一は常にHerbartの問　　この場合「学」の内容は“Eine　Zusamme且ord・

　　　　題意識を形作つていたのであつて、「大人の年輩に　　nung　von　Lehrsatzen，　die　ein　Gedankenga．

　　　　達した」学問の講義ならば、その業績の讃辞から　　nzes　ausmachen，　d　ie，　wo　rn6ghich　auseinan一

　　　　　始まるのが常だが未熟な“die　kunst　der　Jugen・　　der，　als　Folgen　aus　Grundsatzen，　und　als
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エめ
　　　　　dbildung”の諮辞はむしろ将来の希望に属するも　　Grundsatze　aus　Prinzipien　hervorgehen”

　　　　　のと“als　der　Hoffnungen　gelten，　die　man　　であり、「技術」とは‘‘eine　Summe　von　Fes一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　う
　　　　　fUr　die　Zukunft　sich　von　ihr　macht”考えた　　tigkeiten，　die　sich　vereinigen　mUssen，　um
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らラ
　　　　　彼は、このRede　bei　Er6ffnung　der　Vorlesu．　　einen　gewissen　Zweck　hervorbringen”であ

　　　　　ngen　Uber　Padagogikの目的をば、此の希望　　るが、こ～に注意すべきは、「技術」の説明にお

　　　　　の根拠の解明に置こうとする。このHerbartの　　ける“um　einen　gewissen　Zweck　hervorbri－

　　　　　PoseにおいてDer　Taktに関する重要な見解が　　ngen”なる言葉にも先のHebrartの問題意識が

　　　　　展開されるのであるが、それを述べる前に、Der　　うかがわれる事であつて、技術の性格を“sie（die

　　　　　Taktの語義と講義対象の取扱い方、及び之に附　　Kunst）darf　wahτend　der　AusUbung　sich　in
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コの
　　　　　属する若干の論点にふれて置き度い。　　　　　　　keine　Speculation　verlieren；”と述べて技術に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　随つて学問にその固有の任務を承認し乍らも、更
　　　　　　　　　2．Der　Taktの語i義と講義対象の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に之等に独自の位置を与える如き包括的な組織へ
　　　　　　　　　　　取扱い方　　　　　　の要求が見られる．第二領域「熟練した教師の技

　　　　　　木村謹治、相良守峯共著：独和辞典（昭和17　　術」は人々が凡ゆる素質、年令の青少年の取扱い
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方を弁える所以のものであり、更に第三領域「技　　ばそれは思い過しであるだろうか。「若い初心者」

術の特殊的実行」は偶熱同情、両親の愛情等に　　や“das　begiebt　sich　zuverl註ssig，”がHerbart

よつて途行されるものである。之等の三領域をば　　自らの事であると迄は極言しないとしても、

我々は「学としての教育学」から「熟練した教師　　Burgdorfの学園にあるPestalozziを見つめな

の技術」へ、’更に「技術の特殊的実行」へと漸次　　がらG6ttingenの学生達に発言するHerbartを

に適用の普遍性を狭め来る過程として恰も1≧）の　　想定する事は出来ないであろうか。

図形の如くに包括的に把握する事が出来るが、こ
の際第二領域「熟脚た獅の髄性」は「凡ゆ　　aHe「ba「tのPesta1°zzi批牛ll

る素質、年令に関係する」とはいえ、特殊な個人　　　我々はこのような想定を若干の事柄によつて暫

的体験としていわば「閉じ込められた普遍性」で　　く確かめてみたいと思う。

あつて、Herdartに取つてはこの限界を問題とす
る事は、同時に又第一領域を問題とする事でもあ　　　　（1）Wie　Gertτud　ihre　kinder　lehr仁

つたと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　に就いて

　これは結局「Der　Taktの普遍性の問題」に他　　　この間の消息を伝えるものとして先づ1801年

ならないが、彼はそれに至る前に先づ理論を実践　　に書かれたPestalozziのWie　Gertrud　ihre

との関係を吟味する。実際家は常に“eigentliche　　kinder　lehrt．にふれてみたい。その第ユ信の中

grmldlich　untersuchte　Theorie”を焼ばず只　　においてPestalozziは、　Burgdorfに移つてから

管自己流の経験、観察に優位を置こうとして、却　　自分がHeiderberg教理問答を危くするとか、読

つてその示すところは、“blosse　praxis　eigent一　　書算も正確に出来ないとかいつた風評を立てられ

1ich　nur　Schlendrian，　und　eine　h6chst　besc一　　ている事を述べ、　Stanz時代を回顧して次のよう　　　・

『8t島ni・hts　entscheidende　E「fah「ung　に瀕している・r…貴方はそれをSt・n・で見た

gebe”という事に過ぎない。こうしてHerbsrtは　　でしよう。私は自分が正確に書くことも出来ない

“jede　Erfahrungssphare　ohne　ein　Princip　a　　のに書き方を数える事が出来た。私が教授法の最

priori　nicht　nur　ein　von　absoluter　volls協nd一　　高の単純さに達する為には、そして最も未熟で最

igkeit　nie　redell　dUrfe，　sondem　auch　nie　nur　　も無知な人も、自分の子供達と共にその目標に到

ungefahr　den　Grad　ihrer　Annaherung　an　　達し得る手段を発見せん為には、確かに是等凡て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨの
diese　Volls協ndigkeit　angeben　k6me．”を主　　の事柄に就いての無能が本質的に必要であつた。

張する。こうして哲学なくして教育に向う事の非　　　“岨dgewiss　war　mein　Nichtk6nnen鴇n

を戒めた彼は、経験の反復の不生産性をば次のよ　　allen　d　iesen　Dingen　wesentlich　notwelldig，”」

うな興味ある比喩を以て述べた。「白髪の一教師　　勿論自己を敢て　der　UngeUbteste　und　Unwi－

ein　grauer　Schulmanが生涯の終りに及んで　　ssendsteの列に伍せしめるが故にこそ却つて

も、否同様な或は殆ど違わない軌道上を相も変ら　　die　h6chste　Einfachheit　der　Lehrmethodeが

ず後先になつて進んで行く一一世代叉は数世代の教　　可能になるのだというPestalozzi解釈も成立す

師達が、若い初心者が最初の時間に巧妙な計画・　　るのであろうが、併し彼の言葉をそのまs受け取

正確な実験によつて即座に精確に知る事柄にっい　　る事もPestalozziの実感を尊重した行き方とも

ても毫も察知する処がない一一といつた事が起り　　いえるであろう。要するに自己のNichtk6nnen

得る。」そしてHerbartは更に強調して「否起り　　を告白するPestalozzi。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ラ
得るのではなくて、確実に起つているのだ。」と　　　第2信においてはPestalozziの問答法の眞精挿

まで断言する。これは最早や可能性の予測ではな　　に到達する為に苦心惨澹するKrUsiの姿が見出さ

くて、紛れもない二現実の承認の断定的語法であ　　れる。Pestalozziは問答法を次の如くに考えた。

る。このようなHerbartの発言は一体何を意味　　“die　urspr伽gliche　Katechisiren　waτkeine

・しているのであろうか。こ～に彼の意図に接近す　　eigentliche　VerstandesUbung；es　ist　eine

るi新しい局面が開けて来るのを覚える。今我々が　　blcsse　Wortanalytik　verwirrt　vorliegender

この発言の背後にPestalozziの姿を描くとすれ　　Satze，　und　hat　in　so　weit　als　Vorbereitung一
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sgesch註ft　zu「allmahligen　Kla「machung　de「ein　paa，　Tagen　v。11endeti6’とし・つている．こ

Beg「iffe　das　Ve「dienst・da|die　get「en一の場合もPe・ta1・zziがB。ssに対する離1銑

耽隠蕊㌶蒜1：＝ごぽ嶽：鑑㌶竃蕊

は・Flsche「の巧み鯛答灘魅せられて徒らに　エであつたBUss｝諏つてそれらは余りに拒大

高きを求めて苦しみ続け・P・・t・1・zziによつて・　な課題であつたであろう．か・る意味でこれらの

“Es　mangelte　ihm　an　d・m　Eundam・nt・de・　貧しく難無く、しかも気高い人々の営みは、常

F・ag・n・und　d・n　kind》；n　an・in・m　Hin一に体験の教育で励、手探りの実践であつたとい

tergrnude　zu　Antworten・”と述べられる所以　　う事が出来よう・そしてこのことはHerbartの述

のものを理会し得ない。こうしてKrUsiがdas　　べた比喩と相通じるものがあると思われるのであ

Katechisirenに何等の実際的な理解力の修練　　る・

wi「kli・h・V・・stand・・亘bungをも附け加えなか　　（2）むb。，　Pe。tal。zzi’。　neue。te　S。h，ift，

つた時に始めてPestalozziは“es　gellang　ihm　　　　　　Wie　Gertrud　ihre　Kinder　lehrte．

bestimmt・”と記している。こsにはPestalozzi　　　　　、An　drei　Frauen．において

教育のdie　Einfachheitのもつ深淵が僅かにう
か端るが・併し今の鯨はそれで1まなくて、濃藍5た1罐1㌶，：1㌫蕊鷲

何故Kmsiがこう迄苦しまねばならなかつたの　　むber　Pertalozzi・s　neueste　Schrift：Wie

か・何故Pestalozziはより以上に手を伸し得な　　Gertrud　ihre　Kinder　lehrte．　An　dτei　Frauen．

かつたのかという点である・　　・　　　　　　　　なる論文を寄せている。そこにはPestalozziの

第3信では・図画教師Bu・・は・自分がPest一　事業が厳密な諸根拠や完全な構成等によつて我・々

alozziのLienhard　und　Gertrudを初めて読　　ドイツの教育者達の注意に値するようになる為に
んだ時に身1陳いを感じたのは、今にして思えば、　は・n・cn　mannigfaltige　C。，rectu，認力泌要

芸術の基礎を意識せずに芸術を学んだ自らの　　であるという注目すべき言葉が見え、論文の企図

kraftlosigkeitとOberf1江chligkeitにあつたと　　は‘‘den　Leserinnen　der　Pestalozzi’schen

告白する。Pestalozziが“Linien，　Winkel　und　　Schrift・die　den　MUttemε鋤αs耽b醜刎Sα祝

慧；鷲a；鷲ご。蕊i蕊蕊i隠蒜㌫：⊇riご：蕊こ
mU。，e　au。h　hie，in　v。n　dunk。ln　Anschauun．　いる・我々1まこ～にもPesta1・zziに対して一定

にdle　Anfang・punkt・d・・Elnfa・h・nを求め　。i・ht。n。nt。p，echend。　Reg。1ma。sigk。it　der

て・Pest・1・zziのdi・R・g・1n　d・・Einfa・hh・it　R。i。h。nf。lge　wa，　mi，　da。　g，。sse　ldeai3≧と

などは思いもよらない「個々の図形の海」にin　　述べ、この点に凡ゆる教授の効果を保証するdas

einem　Meere　von　einzelnen　Figuren陥ち込　　durchgreifende　Mitte1を見る。そして此の系

んで数ケ月も苦しみ悩む。そしでPestalozziの　　列を正しく発見する事は叉Pestalozzi’s　Haup－

「単純な点」die　einfachen　Punkteにまで降る　　tstrebenでもあつた事に注目するが、　Herbart

為に、自己の貧しい知識をも放棄しようと気附く　　はその場合にも、「Pestalozziがそれを見出した

に至つて・“Sobald　ich　auf　diesem　Punkte　　か、或は少くともそれへの正しい途上にあるとす

stand，　so　war　das　ABC　der　Anschauung　in　　　るならば、　jeder　unwesentlicbe　Zusatz，　jede
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　　　Nachh田fe　auf　Nebenwegen　は主要問題から　　の問題は凡ゆる概念や努力と結合しているのに

　　　の精祠の分散・脱逸として有害であり拒否さるべ　　Pestalozziが之を明確に表現し得ない事を指摘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　38）
　　　きであろう。彼がかの系列を見出さなかつたなら　　し、その為に魅力ある筆致によつてLienhard

　　　ば、それは発見されるか少くとも改善せられ、更　　und　Gertrudの著者として嘗てあれ程讃えられ

　　　に前進せられねばならない。然る場合にこそ　　たPestalozziが、今・やein　Schulpedantに、そ

　　　Pestalozziの方法は少くともdie　schadlichen　　して1掛1で厚い本を埋めるのを焼んでいるein

　　　Zusatzeを排除する限りに於いて正しいものとな　　gemeiner　Rechenmeisterに堕し去つたとする
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　り、その1嬬o〃ゴso加κμγ2．はPestalozziの方　　世上の見解を記している。HerbartがPestalozzi
　　　　　　　　　　　　　　ヨめ
　　　法の本質的功績となる。」　といつた不満と要求と　　には学問的手段が“an　wissenschaftliche口HUI・

　　　を附加することを忘れない。Herbartがeine　　fsmitteln”欠如しているのを難じるのはPesta－

　　　vollkommene　Regelmassigkeit　der　Reihenf－　　10zziその人の非難ではなくPestalozziの方法に

　　　01geを尊重する基本的態度は既にスイス時代の　　対する批判である。且erbartは教育学の歴史にお

　　　家庭教師報告An　Herr　von　Steigerの随所に　　いて青少年陶冶の技術が未だ偶然の優位の前にた
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40）
　　　見られ、自然科学や数学を焼ぶLudwigには人　　じろぐeine　jugendliche　Kunst　lこ過ぎないとい

　　　倫性の諸規則のもつEvidenzやKlarheitによ　　う状況において、学問が一一wissenschaftlichen
　　　　　　　　　　　　　　　　　32）
　　　る道徳的効果を期待したり、文学者Ifflandの諸　　HUefsmittelnが果すべき役割を高く評価した。

　　　作品や古典的読物殊にdie　Odyssee等を読ませ　　それ故彼が進んでPestalozziの「冷静さ」の欠

　　　　る事によつて、“Mannigfaltige　Betrachtungen　　如を指摘して“eS　ihm…vielleicht　noch　mehr

　　　und　n6thige　Vorkenntnisse　hauptsachlich　　　an　der　n6thigen　Kaltb1Utigkeit，　um…orden－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　　　Uber　dcn　Menschen　und　seine　Verhaltnisse”　　tliche　Recepte　zu　schreiben，　wie　Wir　Ande．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　34）　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41．）

　　　を企図している事等がうかがわれる・が、この諸見　　ren　ihm　seine　Kunst　nachmachen　sollen・”と

　　　解は1803年のこのRede　bei　Er6ffnung　der　　いう時、その意義は眞に重大なものであつて教育

　　　Vorlesungen　Uber　P註dagogikにも継続せられ　　学者Herbartの意義はPestalozziに托された

　　　て、“jener　aUgemeine　Blick　auf　die　Verb註1t一　　この間接的表現を通じて集約されているといつて

　　　nisse　Vi。1。，　i。t。wa，　imm。，　die　eigentli。h・よい・他人の模倣を可興する「正しい処方箋」

　　　G・undlag・de・Sittli・hk・ielとするが・今はそ麓‡1’：竺漂嘉㌶1㌶翼

　　　れはP・・tal・zziの方法批牛llへの一つの強固な足　感じた。

　　　場と迄成長して来て、Pestalozziの方法は、性

　　　格形成の努力を教育者が何処から始むべきかの方　　　　　　4・HerbartのPestalozzi理解

．向を与え時を飾し乍らも・人醐〔砿し’　以上はH。，ba，tのR。d。　b。i　E，δffnung
　　　鵬軒供達に与える為にはPesta1°zz1の謙d。，　V。，1。。ung。n　Ub。，　Padag。gikにおける発

　　　習はある都竪翰ある馴ま不腰である言の鰍描刊端、よつて働めて来たので
　　　とさえ主張する・　　　　　　あるが、ひではrH。，ba，tはP。。ta1。zziを

　　　　　　（3）むber　den　Standpunct　der　　　’　　　理解したか」という基本的問題に立つて・Pest－

　　　　　　　　Beurteilung　der　pestalozzischen　　　　alozzi教育学の性格という角度から見たHerb－

　　　　　　　　Unterrichtsmethode　lこおいて　　　　　artの意義に簡単にふれて置きたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　PestalozziはFichteを感激せしめたLienh－

　　　　1804年BremenのMuseumにおけるeine　　hrd　und　GertrudやHerderを驚かしたMeine
　　　GastvorlesungとしてのUber　den　Standpunct　　Nachforschungen　tLber　den　Gang　der　Natur

　　　der　Beurteilung　der　pestalozzischen　Unter－　　in　derトEntwicklung　der　Menschenge－

　　　richtsmethodeにおいて、　Herbartは「我々が　　schlechtsをすら失敗の労作と見なしたといわれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヰの
　　　Pestaloz宮iの事柄のみを余り凝覗するならば、　　るし、叉E．　SpraP　gerはPestalozziが精神発
　　　それは却つて宜しくなし1三」として配の哲学的立　達の心理学的用語としてはPhy・i・1・gischer

　　　場を簡潔に展開しているが、その場合Pertalozzi　Mechanisrnusという言葉しか知らなかつたとし
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W．SeyffarthはPestalozziの用語法の独自性　　時代の諸相や人民の難澁に心から苦痛を感じて、
　　　　　　　　　　　　
について述べている等の諸点から、Pestalozzi　　力強く而も自己否定的に、恰も青春の喜焼と熱情

の極端な謙虚卑下の性格、啓蒙的主知主義への反　　に駆られた如くに・最下層の人民の群に身を投じ

逆、その思考法・思想表現法の非学術性等が指摘　　て子供等に文字を教え・そこに力強い言葉を注い

され、それ等力湘侯つて教育思想家としての　だPe・tal°zziに糖るHe「ba「tの劇的な叙

Pestalozziの正しい認識を誤らせたとされてい　　述を見る事が出来る。このようなPestalozziが

躍このような教育，聴家P。。ta1。zziに「正し　如何にHe・ba・tの心情を勧動かしたかは

い位置」を与えたHerder，　Fichte，　Nator　pの　　“Diese　Mitte・－das　muss　sich　Sie’bitten　zu

如くに、Herbartも亦却つてそこにPestalozzi　　bedenken・一・ist　nicht　die　Mitte　Ihres　m江

の独自な積極的意義を認めるという事は出来な　　tter　geschafts　und　Ihrem江chsten　WUnsche・

かつたのであろうか。教育学の発展の為に、　　D俗1磁‘14εs701ゐs説AsψαZo22ゴ’s勿θぢdas

Pestalozziの教育思想ではなくて、その方法の持　　Heil　des　gemeinen　rohen、701ks．　Um∂‘ε

つある種の限界を問題にすることば、、教育思想家　　wollte　er　sich　bekUmmem，　um　die　sich　die

Pestalozziの理解とは矛盾しない。1799年　　Wenigsten　bekUmmern；nicht　in　Ihren　Ha・

Herbartは初めてPestalozziをBurgdorfに　　ussern，－in　HUtten　suchte　er　den　Kranz

訪れたが、当時Pestalozziはその教育の実践及　　seines　Verdienstes．　Es　ist　ihm　nur　Nebensa一

び理論において、i基礎的陶冶の見解がi熟し来つた　　che，　wenn　er　auch　Ihnen　gelegentlich　einen
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イの
時であり、此の訪問以後は活澄な両者の交りが発　　nUtzlichen　Rath　ertheilen　kam．一一一”という

展して、53才のPestalozziはしばしばこの若い　　如き、沈着冷静なHerbartには珍しい精神の高

家庭教師を訪ね・且っHerba「t45ξ畝イスを去る　　揚と緊張を感じさせる・溢れ出るような言葉の中

時は衷心から之を惜しんだという・この時期以後　　に端的に表現されている。人民の救済das　HeiI

Bremen時代を経て1806年AUgemeine　Pada－　　des　Volksの為にHUttenの中に自己の光栄を

gogik　aus　dem　Zweck　der　ErziehUng　abg一　求めて苦悩したPestalozzi、この志の高さの前に

eleitetにおいてHerbart教育学が一応確立さ　　は母親達への有益な助言すらも伺敢てnur　Neb一

れるに至る迄、常にHerbartの思索と’行動の中　　ensacheであるとする此のPestalozzi把握一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　ラ
心に座を占めたのはPestalozziであつて、　Her一　　そして之こそdie　Mitte　der　Sacheであるとす

bartはいわば此の間なるPestalozziとの対話に　　るこのHerbartの理解に対して、我々は彼も亦

おいて自己形成を途げて行つたといつてもよい。　　Pestalozziの知己たるを許す事は出来ないであ

BremenではPestalozzi関係の諸活動によつて　　ろうか。而もこの場合、母親達への“einen　nUt－

“Der　erste　literarische　Verk伽der　Pestalozzis　zlichen　Rath”を端的にPestalozziのWie

in　Deutschland”とされた：事は前にもふれたが・　　Gertrud　ihre　Kinder　lehrtと等置する事が許さ

Pestalozziの著作Wie　Gertrud　ihre　Kinder　　れるならば、我々の論旨は決定的なものとなつて

IehrtやElementarb亘cher等についてG6tti一　来る。HerbartはPestalozziのこのNebensa－

ngen学術評論に詳しく報告したり、Pestalozziの　　cheを取り上げ、之を補足改善する事によつて自

基礎的教授の原理によるBremen　Gymnasium　　己の教育学を築き、　Pestalozzi教授法のある限

改革を考えたり、その活動はめざましく、「Bre一　界に自己に適わしい解決を与える事を通じて・教

menでは、このスイス人の実際的探究と理論的　　授法Properの領域に薪しい覗野を拓り開いたの

思索において形成さるべきdas　Neueをば、彼は　　である。それは教育思想家Pestalozziの過小評価
郁ん限りの方法で宣伝した訂といわれてい　という事には導かれないところの自ら別個の問題

る。HerbaTtのUber　Pestalozzi・s　neueste　　である。HerbartはこのUber　Pestalozzi’s　ne－

Schrift：Wie　Gertrud　ihre　Kinder　lehrteは、　uste　Schτift：Wie　Gertrud　ihre　Kinder　lehrte・

こうしたPestalozziへの関心から、彼がドイツ　　An　drei　Frauen．において、最初のBurgdorf

の教育者に対する自己の不可避の課題として取り　　訪問の際に目撃した5才乃至8才の12・3名の児

上げたものであつたが、我々はその冒頭において、　　童達の眞剣な学習状況に驚嘆し・そこから取り上
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げた諸々の教育問題を書き記しているが、それら　　Vorlesungen　Uber　P記ag◎gikで、講義の対象を

は凡てPes¶alozzi教育学の基本的問題に対する　　教育術技の適用の普遍性の立場から（1）学としての

彼の理解を示している。彼は“das　Dringenste　　教育学（2）熟練した教師の技術（3）この技術の特殊的
　　　　　　　らの
beim　Unterricht”や“der　notwendigste　　　実行の三領域に分類して、第二領域の「閉じ込めら
　　　　らユラ
Unterricht”をば“das　N6thigste　fUr　den　　れた普遍性」という矛盾の解決をば第一領域と相
　　　　ら　ラ
Menscheピ’と規定して二つの系列を考え、第一　　即的な課題として把握し、　die　Kunst　der　juge一

の「身体的自然」の系列には耕作・工場・商業等　　ndbildungの未来性の根拠づけからDer　Takt

の生計の為の学問を属せしめ、第二の「道徳的自　　の問題を展開せんとしたことを述べた。そしてそ

然」の系列には宗教・道徳・市民的権利義務を属　　の際の比喩的表現の意味を尋ねて、Pesta10zzi教

せしめている。これらの事実上の関聯性はそのま　　授法に対する彼の批判的立場がこの講義の主要契

ま教授の関聯性であるから、人はこのdas　Ganze　　機である事に注目した。今ここに改めてDer

を学ばねばならないが、学校の本質は之を制約す　　Taktの意義と構造及び之に関係する諸論点を考

る。何故なら学校の本質は“Durch　Z〃仇〆蹴g　　察したい。

seines　Lernens　kann　sie（die　Schule）ihn　　　HebartはDer　Taktをば教育の理論と実践
　　　　　　らヨハ
erleichtern：”にあり、随つて“Die　Schule　　との中間項ein　Mittelgliedとレて把握して、

ham　von　dem，　was　Noth　ist，　Etwas，　aber　　よきi教育実践にあつては、「理論と実践との間に
　　　　　　　　　らかnicht　Alles　leisten；°’であるからである。　こう　　無意識の裡にある中間項、即ちある確実なDer

して“Was　ist　nun　das　AUerallgemeinste，　Taktがはいり込んで来る。・一それは速やかな

AIIerhUlfreichste，皿d　daher　fUr　die　Schule　　評価と決断であつて、しきたりder　Schlelldrian

das　AIIererste？”と問いつめてHerbartは結　　のように千遍一律に振舞う事はないが、それかと

局その論点をPestalozziの基礎的陶冶一・殊に　　いつて透徹した理論の場合の如くに、厳密な一貫

言語陶冶・直観練習に移して行く。更にここで特　　性に立つて規則を充分考慮し乍らも・個々の場合

に注意すべきは、先の「人民の救済」という立場　　の曇の要求に応えるという事を誇る訳にも行か

からのPestalozzi理解をこの婦人達一この書　　ぬ。」と説明している。この言葉はDer　Takt

簡形式の論述の対象たる一が常に確保すべき事　　の一般的説明に過ぎないものであるが・Herbart

をHerbartが強く要求した点であつて、“Und　es　　が進んで・「理論を室虚ならしめる場所にDer

ist　notwendig，　dass　Ihnen　diese　Stimmung　　Taktが不可避的に入り込んで来て・実践の直接

imm・・g・g・nwa・tig　b1・ib‥ah・end　Si・蜘　の支醜de「祭mittelba「e　Regent　de「pL

Werk　studiren．　Ohne　dies　k6nnten　Sie　die　　a又isとなる。…」という時、彼の意図は漸く明

Zweckm註ssigkeit　seines　Verfahrens　nicht　　　かになる。　Herbartが恐れたのは理論の室虚に

erkennen，　ulld　ebenso　wenig　die　Anwendung，　乗じ勝ちなDer　Taktの傾向性であつて、彼は

die　Sie　davon　fUr　sicb　zu　machen　haben，　Der　Taktの意義を明かにする為には、更にそ
　　　　　　　　　ららラ
τichtig　bestimmen．”と強調している。　そして　　の性格如何を問わざるを得なかつたのである。そ

之はPestalozzi理解に関する限り、　Herbartが　　してこの事は「誰かが良き教育者であるか悪しき

自己自身にも課した要求であつたであろうが、ご　　教育者であるかという大問題は、一に懸つて次の

の事はHerbartのPestalozzi理解の基本的態度　　如き問題～彼のDer　Taktが如何に形成されて

として銘記すべき点である。ここではHerbart　　いるか、学問がその広い普遍性において要求する

のPestalozzi理解に関する之等二三の点を指摘　　諸鶉則に忠実であるか否か・といつた問題に存す

するに止め度い。　　　　　　　　　　　　　　　る。」といわれる時、Der　Taktの形成如何の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問題にも転じ得るのであつて、これらを包摂して
　　　　圃Der　Taktの考察　　　　 教育の理論と実践といういわば立体的構造に於て

　　　　1．Der　Taktの形成と構造　　　　　　　De「Taktを如何に位置づけるかというより広汎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な問題が生じて来る。

　先にHerbartがRede　bei　Erδffnung　der　　　Der　Tak†は、教育実践における諸経験が我々
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ

三灘嶽㍑カ1篇’㌻鷲‡；二　麟鵠鱗磯的一罐的
気分di。　B。。timmungの異るに随つて様々に異　このein　Padag°gische「Taktについては

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Herbartは、「道徳的性格のみでなくて様々な性
つて来るものであるから、der　Taktの不安定
性働雛を危んだHe，もa，tは、この気分磯格があるように・さまざまなTaktや贈噸
整するものとして、熟慮di。　U』，1。gungの重　龍の型がある・決断でなくて慌しさがまさつて

要性を力説して来る．そして此の鵜の正確さ．いる場合もある・道徳的幽の熱’もあるし凄

重要さ及びそれへの関心と道徳的熱心さこそ凄　育学的Taktの類い赫る・そしてこ雑者に

育活動以前の気分や凄育活鞭の感じ方、随っ　こそ・学問が勒道徳があ轍育勃ざある・」と

て結局はDer　Taktを支配して秩序あらしめる　　説明しているが・之こそ彼のDer　Takt観の結

と説く。このような説明の後でHesbartは、「私　　論的表現ともいうべきものであり・随つて「教育

の結論は、学問による技術の準備、活動開始前の　　学的Takt」とはdie　Uberlegung即ち学問的

悟性と心情の準備というものがあるという事で、　　配慮に規整される実践的熟練性を意味するもので

之によつて始めて経験は我々に輸1的と認：」　ある・ところが此の「教育学的Takt」眺たら

と述べているから、我々はこのdie　Ob。，1。gung　すのは「教育的気質」で劫・この「教育的気質」

をそのままdie　Wissenschaftと見なしてもよ　　は・「自然や人間の陶冶性に関する諸理念」の結果

い．或は叉、知の額性によつて情の主観性を　に他ならぬから・此の図式の根本的考察はこの最

C。nt，。1する事を要求したといいカ、える事も可能　後のもの・即ち図式の最初の部分｝曝中されねば

であろう。随つてこのdieむberlegung．は、将　ならない。

来噸育実践の為の教瀦自身の鳩形成への準　ω陶冶性の諸問題
備的意義を含むだけではなくて、教育現象の正し

い理解と判断の為に、現在の教育者の心情の檬り　　　これに関して重要な示唆を与えてくれるものは

処ともなるべきものであつた。　　　　　　　　　　Herbartの此の講義が教育対象たる人間の考察

　併しこのdieむberlegungという言葉は内容　　に至つて惜しくも中断され、之に続いて草稿に僅

’の充足を要求する表現であるから、我々は進んで　　かに記してある、“Zwei　Eigen”〔schaften〕とい

この内容如何を問わねばならない・これを示すも　う罰こついてのEv°n　SaUwU「kの推測であ

のとしてはこの講義に関する限り、Herbartが学　　る。　Herbartのこの講義は、教育学の学問的取

生達に向つて、「私の試みは、自然や人間の陶冶　　扱いに於いて常に彼が主要問題とした生徒の陶冶

性についての理念や確信の成果たる、ある教育的　　可能性die　Bild伍higkeitの論点に移つて行つた

気質eine　padagogische　Sinnesartを、諸君の　　に相違ない一SallwUrkはこう推測して、草稿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
内部に鼓舞育成することを目ざすものである。」　　に残る“Zwei　Eigen”〔schaften〕とは、この陶

と述べている言葉や、教育の対象を論じて、「此　　冶可能性の前提としての“die　Bildsamkeit　der

の対象は明かに人間一般であり、而も可変的存在　　Vorstellungen　und　die　Bestimmtheit　des
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロう
ein　veranderliches　Wesenとしての人間、－　　Handelns　durch　die　Vorstellungen”であるこ

ある状態から他の状態へと移り行き乍らも、新し　　とを指摘する。今この二つの特性の中の「表象に

い状態にあつてある恒常性eine　gewisse　Steti一　　よる行為の規定可能性」をば、現実的に表現せら
　　　　　　　　　　　　　　らパ
gkeitを固持し得る人間である。」　と述べている　　れたものとしての人間形成一Bildung一とし・「表

箇所等から考える他はない。　　　　　　　　　象の陶冶性」をば、未だ現実的表現をみないそれ

　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　への可能性一Bildsamkeit一として考えるなら
　　　　2Die　Ube「legungの検討　　一芸’我々は之と照応するものとして、かのA119し

　今このdie　6berleg皿gの内容を探つて行こ　　meine　Padagogikで“Warum　offenbart　sich

うとする時、相聯関する彼の重要な諸観点を簡単　　der　sittliche　Charakter？”を考える事が出来

に図式化すると次のようになる。　　　　　　　　　る。こ～では性格とはそのま～道徳的決断die
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m。，ali㏄he　Ent。ch1。ssenh。itなのである鼠そ　るもの」の矛盾の統一として燗を把握したので

れは、，配欄定するもの一蹄の欲求能力に　あつて・それは縮彼のRede　bei　E「6ffnung

齢る纏da。　Verlang。nと、自己が規定され　de「V°desungen・微Padag・gikにおける

るもの＿鰭志酬1断幌認する実践的理念と　“Bildf員higkeit”の内容繊すものに繊らなか

の間に位置するものとされ、図表として次のもの　つたとする事が出来る・〆［このような・“Bild鋤ig・

が与えられている。　　　　　　　　　　　　　　keit”の理解を保証するものとして・我々はこの

D－timmb一
e：。㌣timm・nd・n竃歴：孟翼熟；乏㌶㌶

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　得たところを括孤附けして再び繰返すならば吹の
　Was　man　dulden・　　　Rechtlichkeit・　　ようになる。一ある状態から他の状態へと移り

　　　　　haben・　　　　GUte・　　　67，　行き乍らも、（das　Bestimmbareとしての人間

　　　　　t「e』w°11e・Inne「e　F・eih・it　或は叉Bildung）新しし・状態にあつてある恒常

いでH。，ba，tの五つの実践的齢たるDie性鋼持し得る燗（da・b・・timm・nd・・deen
Idee　inn。，en　F，eih。it，　Di。　ldee　de，　V。11k。一鮪つ人間或は又Bild・amk・it）一このような

mm・nh・it，　Die　ldee　d。。　W。hlw。11。n。，　Die鞠性は「内面的法則に随つた人間嫌餌動

・dee　d。。　Recht。，　Di。　ldee　der　Ve，g。1tung性」とも「非規難から馴性への移行」と襯

と、この図表の右の部分との関係如何という臓　明されるが・1835年のUm・i・・剛ag・gisch・・

が生じて来るのであるが、それ蹴・ては、此の箇V°「lesungenlこおいては瀕育学の鍵齢は生

所での彼の説卿こよると、単に形式的な理念たる　徒の陶冶性である・」という諜の註としてカロえ

院全性の理創は之を省略して識りの二つは　た鑓では・桃体の新陳代訓こおける物質腰

Rechtli。hkeitなる諜にまとめるといつている　耕まで搬張して考えられるに至るのである

から、此の二つは「蟻の理創と「公正の理創と　が・か～る陶冶性の概念の発展の基礎的見解は既

いう事になり、残された「好意の理念」がGUte　　に先の講義に見える人間観や“Bildfahigkeit’⑨

にあたる事になつて、図表の右の部分にこの我々　　に於いて準備せられていたと見る事が出来よう・

め推測をあてはめて書さ加えると次のようにな　　　この“Bildfahigkeit”の前提たる二つの特性を’

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ば・人間形成に関する且erbartの根本的立場か

Rechtli・hk・itく舗：：8ぽ5鑑ung：《⊇㌻欝1麓璽鶯嘉；議

　　　　　　　　　を含む。　　　　　　　　　　育方法の立場と直結して来るものであつて、此の

　GUte　　　　　die　Idee　des　Wohlwollens　　間の事情をG．　weissは次のように巧みに説明し

　　　　　　　　　に対応する。　　　　　　　　　た。凡ゆる教育に対する陶冶性の概念には二つの

Innere　Freiheit一そのま～die　I　dee　der　　　契機一恒常性・固執性への心情．能力の可変性

　　　　　　　　　inneren　Freiheitとする。　　　が把握されるが、この両者は必然的補足として

　（　　　　　）－die　Idee　der　Vollkomm－　　“eiv　Drittes・・を要求する。この第三者とは何

　　　　　　　　　enheitが省略されている・　　　か。そこにG．　weissは凡ゆる変化や固執の根底

　Herbartが与えた図表に就いての我々の疑義　　なる合法則性eine　Gesetzmassigkeitを指摘す

の説、明はとにかくとして、彼の此の図表の示すと　　る。そして「内面的法則に随う人間精神の可動性」

ころはそのま～、欲望の主にして而も実践的理念　　という陶冶性の概念はかくてこそ始めて充分に理
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ア　ラ
に仕える道徳的性格としての人間の姿でなければ　　解されるとしている。このようにAllgemeine

ならない。このdas　BestimmbareとDie　　P員dagogikやUmriss　p註dagogischer　vorles－

bestimmende　Ideenとはそれぞれ、先の“Zwei　．皿genにおける陶冶性概念も、　Rede　bei　Er6f．

Eigen”（schaften〕に関して述べたBildungと　　fnung　der　Vorler皿gen　Uber　Padagogikに

Bildsamkeitに対応するものであり、此の意味に　　述べられた人間観や、　E．　von　SaUwUrkが特に

おいてHerbartは「規定されるもの」と「規定す　　重脱した“Zwei　Eigen”〔schaften」等において
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既にその構想の輪廓が成立していた事は、注目す　　陶冶」なる方法論的確立への先駆的意義を担つて

べき事といわねばならぬ。　　　　　　　　　　　いると思われる。このような人間の形成過程への

　だだここにHertart　i教育学における陶冶性の　　関心は、叉1804年のPestalozzi’s　Idee　eines

概念一般という立場から、特に言及して置きたい　　ABC　der　Anschauung　als　ein　Cyklus　von

重大な観点は、彼の陶冶性概念は究様において実　　Vo斑bungen　im　Auffassen　der　Gestalten

在論的立場に立つたということである。Herbart　　wissenschaftlich　entwickelt・に見えるPlaton

がpestalozziと別れた箇所は、直観の出発点に関　　哲学への批判の態度に連なるものである。此の箇

する見解の相違にあつた。Pestalozziに取つてそ　　所でHerbartは、量概念を喪失し・変化の過程

れは自己であつたが、Herbartに取つては児童　　を軽覗するPlaton哲学に言及しつつ・自己の哲

の精紳的、身体的な眼は本来外に向うものであつ　　学的立場を展開した。

認そしてこの立場こそ齢KantやFi・ht・，　現実の飾性から普遍的齢譜く抽出分離す

Schelling等を離れ、観念論的立場を去つて実在　　るという事は哲学の本質に属することであつて・

論的立場に赴いた所以であつた。このような実在　　そこに概念の明瞭性・精確性が得られるのではあ

論的立場に立つ彼の陶冶概念一殊に心理学的自然　　るが、之と同時に他方において、限界とか制約と

哲学的観点に関しては、このRede　bei　Er6ffnung　　いうReali協tが失われる。それは量概念の度外

der　Vorlesungen　Uber　P註dagogikに関する限　　覗Abwesenheit　aUes　Gedankens　an　Gr6ssen

特りに言及されるところはない。併し、翌1804年　　であつて、その結果として概念はetwas　blosse

のUber　den　Standpunct　der　Beurteilung　der　　Gedachtesとなつて仕舞い、存在とも非存在とも

・　　　pestalozzischen　Unterrichtsmethodeにおいて　　執れともつかなくなる。ところが此の限界喪失

　　　　は、表象力学的立場からの「余りにも通り一遍の、　　die　Grenzenlosigkeitに対して、　Unendlichkeit

　　　　余りにも不確実な名称たる意志」に対する批判が　　とかAllenheitとかVollkommenheitとかを附加
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　フめ
　　　　あり、更にこの立場から「先験的自由」を拒否す　　するという混’乱がしばしば行われている為に、そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アらラ
　　　　る自己の態度を明かにしているし、なお同年には　　こにreele　Unbedingtheitとかabsolutes　Sein

　　　　Pestalozzi’s　Idee　eines　ABC　der　Anschauung　　とかいつた類のものが作り出されて、その内的矛

　　　　の第二版のNachschriftとして、　Uber　die　　　盾は却つてRealit批の側に帰せられるという如

　　　　江sthetische　Darstellung　der　welt，　als　das　　き場合が多い。このような哲学的統合の不完全さ

　　　　Hauptgeschaft　der　Erziehungも出されている　　に取つてよい模範となるのは数学に於ける積分と

　　　　から、当時のHerbartの陶冶性の考え方の根抵　　微分との必然的関係である。ところが制約無覗

　　　　には、やはり先にのべたような実在論的な心理学　　das　Nichts．Bemerken　der　Bedingungenが理

　　　　的・自然哲学的見解が流れていたとする事が出来　　論哲学に取つて不利であればある程、却つて実践

　　　　よう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哲学に取つてはかかる限界忘却das　Vergessen

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　der　Grenzenは有利となつて来る。　そして解放
　　　　　　　　（2）量概念重覗のHerbart
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　された概念は途に眞・善・美等の純粋なPlaton
　　　　　　　　　　哲学一一Plat°n酬1　　　的ldeenにまで拡げられて、途に「現実的なも

　　　　　先に述べたようなGwei。，の所謂“。in　D・．のはそれ等に似ているが・それではあ聯ない・」

　　　　itt。ゴ・は広くGeset。嶋sigk。it一般であつて、　といつたPlat・nの言葉が生まれて来る・ここに

　　　　之轍育方法的に処理せんとする時、ここ1，砿　おいてH・・ba・tはこの崇高な竺にこそ一の

　　　　9・m・ineP註dag・gikにおし・て明』を取るに畿蕊㌶≡㌃遮㌶u麗k：：

　　　　至つた且erbartの教授論の基礎的見解たる「思　　das　Gute　wirklich　zu　erreichen？・・と反問す

　　　　想圏der　Gedankenkreisの陶冶」が考えられ　　る。我々は此の“nur・・を取り上げた彼の反問を

　　　　て来るのであるが・Rede　bei　Er6ffnung　der　　ば、先の“Bildf註higkeit・・に関する「規定され

　　　　Vorlesungen　Uber　P註dagogikにおける・矛盾的　　るもの」と「規定するもの」の統一体としての人

　　　　契機の統一としての人間把握及びそれに関する　　間観に立つての不満の表明と解する事が出来る

　　　　“Bild　fahigkeit”の概念は、既にこの「思想圏の　　が、それは吹のHerbartの論点からも明かであ
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る。我々の時代はこの反問に答え得ないし、叉か　　ここに述べたようなHerbartの哲学的立場の帰

かる峡陥に対する補充手段も依然として理念の領　　結をば、「人間の使命，愛、教育、立法の諸見解

域に止っていて、精紳は外部からの制止を拒否し　　は……諸理念にRealit江tが認められない間は決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　81）て自らを確立せんとして却つて自らを堕落せしめ　　して是正せられないだろう。」という言葉に見出

て行く。Herbartはこのような論旨を述べた後　　すことが出来るだろう。そして．この「Platonの

で次の如き要求を掲げる。　　　　　　　　　　　　理念にRealit註tを与えよ」というHerbartの

　「……進んで青少年が、現在の諸事象をば、漸　　哲学的立場は、先の「青少年が現世の諸事象を善

次に善へと形成されるものとして“als　nur　a1L　　への漸吹的形成として考察するように習慣づけ

m註lig　zum　Guten　bildsam”考察するように　　よ。」という要求において、その教育的表現を得

習慣づけよ。現世の諸事象をば、量として“als　　るのであるが、この場合「習慣づける」ことは確

Gプ∂SSθバその変化をば諸運動力の作用として、　　実な教育方法論を必要とするものであつて、

“als　F勿ヵoZZo％4〃b卿鯉εη鹿ヵ〃γ⑳ε”即ち　，　Herbartも「矛盾を含む経験概念が、方法的に

必然的にして最も合法則的な、・・…確乎たる、諸　　“auf　eine　methodische　Weise”改善せられない
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8？）
原因の結果として考察するように習慣づけよ。」　　限り、純正な経験概念は望まれない。」といつて

　我々はこの言葉においてHerbartの思想の諸　　いる。

特質一美的表現としての世界観、合法則性の尊　　　以上述べたようなHerbartのPlaton批判の

重請綱理学的心酵・実在論的立場等齋象徴　立場は・P・・tal・zzr・Idee　eines　ABC　d・・An一

的に表現されているのを見ることが出来る。　　　　schauung（1804年）が既に1802年にはその初版

　以上述べて来たようにHerbartは量概念や変　　を出している事から当然Rede　bei　Er6ffn皿g

化過程の重覗という立場からPlaton哲学を批判　　der　Vorles皿gen　Uber　Padagogikにおける陶

したのであるが、これは彼がその形而上学的立場　　冶性の見解の基礎には横つていたと考うべきもの

を説明して、Von　den　absoluten　Qualitaten　　であり，それは又Herbart哲学の形成過程にお

order　den　Platollischen　Ideen”において論じた　　ける観念論との対決といつた問題と相即的なもの

時も明瞭で、彼が“lndem　n皿die　Dinge　ver一　であるだろうが、ここでは単に彼の“Bildf江hig－

worfen　werden，　kann　man　entweder　das　　keit”の考察の延長として、彼の量概念重硯とい

Sein（mit　den　Eleaten）order　das　was（mit　　う立場からのPlaton批判に簡単にふれた。かか

Platon）absolut　setzen；wodurch　dort　den　　る彼のPlaton批判が眞に妥当性のあるものかど

Satz：das　Sein　ist；hier：die　Qualitaten　sind，　　うかは容易に決し難い処であるだろうが、我々は
　　　　　　　　の
herauskommt”という時は、量概念を否定する　　彼のPlaton批判において、陶冶性の問題に関す

事によつてRealitatを失う哲学的立場への非難　　る彼の基本的立場が露出している事に注目すれば

であるし、叉“Zum　Verstehen　der　Platonisc一　　それで足りる。

hen　Seh撃奄?狽?氏@is□essen　die　Beme「kung　　皿自然の諸問題
notwendlg，　dann　hler，　wo　an　eigentliche　Na．

turlehre　gar　nicht　zu　denken　ist（weil　die　　先にdie　Uberlegungの内容考察の為の図式

Ver江nderung　verworfeηist），10gische（und　　を描いて、教育的気質を生み出す所以の諸理念の

teleologische）Betrachtungen　durchgangig　　中で特に陶冶性の問題を論じたが、ここに自然に

den　Platz　der　physikalischen　einnehmen　　　関する若干の諸見解に就いて述べてみたい。
　　　79）
mUssen．”という言葉は、変化を考慮せざる哲学　　　G．　WeissはAllgemeine　Padagogikの主題

的立場への不満の表明である。Herbartが「自　　を、“dass　das　problem　der　sittlichen　Erzieh一

然哲学に対して古代は成すところ甚だ少なかつ　　ung　nicht　ein　abtrennbares　StUck　ist　von

た。古代には自然哲学へのより新しい観察と探究　　dem　der　ganzen　Erziehung，　sondem　dass

が訣けていた。観察精神の訣如せざる事を示すも　　es　mit　den　Ubrigen　Erziehungssorgen　in
　　　　　　　　　　　　　　80）
のは近代の医学の基礎づけである。」というのも　　einem　notwendigen，　weitumhergreifenden
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コう
かかる立場から理解さるべきものである。我々は　　Zusammenhange　steh♂と説明して、この場
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合の「その他の教育的諸醜」の中で最樋要な　個人の経験と交際の領域に見出されると巴教育

ものはHe「ba「tの所言鰍育轍授である事を指　罐験と交際との補充とするのであるが、それは

摘しているが・他方竪1gemeine　P記agogikは　　先の運命．境遇・世界等に対する楽天的見解に通

“nur　ein　Fragment”であつて・その取扱う一　　じるものである。この関係について示唆を与える

般臨教育計画は道徳教育一般の“das　Tei1P「ob1・　　ものは、1804年のPestalozガs　ldee　eines　AB

em”であるとして・この事は遙か後年のUmriss　　C　der　Auschauung　als　ein　Cyklus　von　Vor．

P註dagogischer　Vorlesungenに至つても事情　　Ubungen　im　Auffassen　der　Gestalten　wisse一

は変らないと述べている。G・weissは「その他　　nschaftlich　entwickelt．の附録たる「教育の主

の教育的配慮」について何か不明瞭な点を残した　　要任務としての世界の美的表現について」Ueber

まま・陶冶性・個性・多面性・興味等の説明へと　　die琶sthetische　DarsteUung　der　Welt，　als

移つて行くのであるが・この残された問題一一　das　Hauptgeschaft　der　Erziehung．に見られ

Herbartの主著たるAUgemeine　Padagogikす　　るHerbartの見解である。このNachschriftは

らも“nur　ein　Eragment”とする如き全体的覗　　1802年の第一版には見られないものであるが、当

野・この巨大な背景は何であろうか。ここに彼の　　時の且erbartの書簡などからして、その成立時

自然概念を考察して行く一一つの手掛りがある。　　　期は1802年初め頃である事が推定されているか

H・・b・・tはAIIg・m・in・Padag・gikの中で　ら∵）我袖堵察して来耀義におけるHe・ba・t

Einfユuss　des　Gedankenkreis　auf　den　Chara一　　の「自然」の見解も、この「世界の美的表現」の

kterを論じた際に・思想圏の限界に就いて吹の　　思想と深い関係があると見なければならない。彼

ような注目すべき言葉を述べた・「思想圏の限界　　はAllgemeine　Padagogikの中で、「世界の美

は性格の限界ではないとしても・性格に対する限　　的表現」の理解の為には、道徳的陶冶は陶冶の他

界“Grenzell　fUr　den　Charakter，　wie　woh1　　の部分を前提条件とし、且つ後者においてのみ確
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う
nicht　Grenzen　des　Gedankens”である。何故　　実となるという認識の必要性を説いているが、そ

なら・全思想圏が行爲となるのは容易ではないか　　れは道徳的行爲すらも自己の表現であるに過ぎな

らである。併し心情の奥底に独り静かに取り残さ　　いような巨大な世界が背景に考えられている事を

れているものは・性格の柔かな部分に取㌃て重大　　示すものである。Herbartが「世界の美的表現」

である。諸事情が之を橿乱する惧れがある。…」　　の中で、「傾向性に服従を要求するという場合に

一一・ ﾂまりHerbartは思想圏の陶冶を絶対観し　　始めて道徳的に必然となる如き根源的必然性こそ

たのではなくて、ただ将来に行為化する可能的部　　vom　dem　ursp前nglich　Notwendigen問題で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分の為に可及的に思想圏陶冶を行わうと考えたの　　ある。」この記しているのはこれを意味するもの

である。彼が「Ich　will！と語る者は未来を思想　　である。この事を更に明瞭にするものは、そこで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Gedankenにおいて捉えた事になるのだ。」とい　　述べられたKantに対する批判である。

う場合も此の意味においてである。彼はRede　　　Herbartはこの「世界の美的表現」の中でKant

bei　Er6ffnung　der　Vorユesungen　Uber　P甜a．　倫理の内容室虚の形式性を批判して、服従者と命

gogikにおいて、　J．」．　RousseauがEmileの中　　令者とが同一であるという道徳的行爲が眞に意義

で運命・世界・境遇などを「遠ざけねばならぬ教　　を得る為には、服従者に命令選択の自由が確保さ

育力」“erziehende　m註chte，　die　aber　femzu一　　れなくてはならないと主張した。そして、此の室
halt。n。eie躍≧とし縛を思い浮べながら、配　虚の場所を埋めるものとして、　Kan・の無上令法

の楽天的見解を洩して、「教育者が声高に歎き勝ち　　の他に、die　Gottheit，　das　reine　Ich、　das

な運命や境遇や教育にあずかる世界は、必ずしも、　　Absolute，　die　Sitten　und　Gesetze　des　Landes，

否全く凡ゆる点において好ましくないというの　　das　N泣zliche，　das　Angenehme等の可能性を

ではない。…世界と自然とが一般に生徒の為に行　　挙げている。そしてKantも実は前提されるべき

うことの方が、平均して教育がやれると自慢でき　　命令即ち前捉さるべき意欲に“auf　vorauszuse一
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　ラ
ることよりもずつと大きいものである。」と述べ　　tzenden　Befehl，　d．h．　auf　ein　vorauszusetzen．

ている。、Herbartは個人への教育計画は、その　　des　Wo11en”に関係しているのだとして、“lst
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nun　dies　ursprUngliche　Wollen　kein　bestim一　して行く為に、人間が配慮せねばならぬ如きもの

mtes，　aber　doch　ein　wirkl｛ches：so　ist　es　　であつた。我々はこの「運命」一「止むを得な
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
offenbarε斑耽6¢sオ伽〃2一漉物o加s．”と断言す　　いもの」をば直ちに個性とよんではいけないだう

る。この発言は重大で、ここにもKantの先験　　うか。何故ならばここには人間形成における心理

的自由を否定するHerbartの実在論的立場が明　　学的配慮が語られているからである。この「世界

瞭にあらわれている。そして先にもふれた如く、　　の美的表現」から2年後のAllgemeine　P江dag・

彼にあつては究極に於いて、教育の可能性も一一　　〇gikにかけては，美的・倫理的見地から心理的

内面的法則に随う陶冶性も、この立場に求められ　　見地への重点転換が行われたといわれるが、das

た、否包摂せられたというべきで、ここには綜合　　Schicksa1－die　Nothを人間形成に於ける心

的な秩序整然たる、而も動的な巨大な自然の世界　　理学的配慮として把握することは「世界の美的表

が横つている。Herbartのdas　Geschmack・　　現」においてこの重点転換の萌芽を見出す事にも

surtei1とは実にこの世界の“Regelmassigkeit”　　なつて来るのである。

の関係の認識であり、そしてそれが「美」であつ　　　このような見解は同じ1804年のUber　das

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Standpunct　der　Beurteilung　der　Pestalozzi・

　以上はRede　bei　Er6ffnung　der　Vorlesun．　　schen　Unterrichtsmethodeにおいても、之をう

gen　Uber　Padagogikに述べられたHerbart　　かがうことが出来る。　Herbartはここで、人間

の楽天的見解に関係して、「世界の美的表現」の　　は自己形成の原理を自らの間に有つか否かという

Kant倫理批判に見える彼の実在論的立場に言及　　問題を提出し、人間と動植物との種差を決定せん

したが、更に「世界の美的表現」その他における　　として、彼自身の人間学ともいうべきものを展開

自然の問題に簡単にふれて置きたい。　　　　　　　した。その際彼は、首尾一貫した行為を可能なら

　先にRede　bei　Erδffnung　der　Vorlesungen　　しめる人間の理性に言及して・“Das　heisst・ihn

廿ber　P琶dagogikに見えた運命・境遇・世界と教　　t「eibt　kein　ande「e「Mechanismus’als　de「’

育との関係に対するHerbartの楽天的見解にふ　　welcher　sich　aus　denγ0γsZθ11協弔㍗e「zeugt・

れたが、運命の観点はユ804年の「世界の美的表現」　　die　er　empfing，　die　er〃〃η吻沈・”と述べて

では、自然観との対比においてより明確な説明　　いる。人間の理性をも表象のMechanismusと

がなされている。ここでは人間といつても、それ　　する此の見解は、先の人間をそのまま自然と等置

はただ「人間という名の自然」に過ぎない。何故　　する「世界の美的表現」と結局同じ立場であると

なら、“Mitten　in　der　Natur　steht　der　Men・　　いわねばならない。自然の合法則性を認識する人

sch，　sebst　ihr　Theil，　in　Innersten　durchstr6．　　間の理性も、実は自然と同じく表象のMechani－

mt　von　lhrer　Macht，　erwidernd　dle　aussere　　smusの表現に他ならなかつた。この意味におい

Gewa】t　durch　seine　eigene，　nach　sε初〃Art，　　てHerbartの陶冶性の問題もそれは人間の営み

nach　seinem　Wesen，　erst　denkend，　dam　　ではなくて自然の営みであり、表象力学的世界の

wollend，　dann　wirkend．　D％woカ5ε舵〃z　z〃ゴ〃四　　自己表現ともいうべきものである。このような
9・ht　di・K・tt。　d。，　Natu～§～といわれているカ、　H。，ba，tの自然をより深く理解する為1こは、そ

らである。このような自然の中にあり乍らも「運　　の心理学的自然哲学的立場にまで到らねばならな

命」das　SchicksalはHerbartに取つて「人間　　い。　Herbartは自然哲学の関門へ入る為に理解

を駆り立てる止むを得ないもの」“dis　Schicksa1　　されねばならぬ諸前提の第一に、存在は何等の室
i・tdi・N・th，　w。1。h。　d。nM。n。ch。nd，an轟・間的な述語纏間的な力も持たず、その麟力と

であつて、人間が自己の歩度を常に是正する為に　　斥力とは説明さるべきものではあるが、前提さる

必ず考慮すべさものであつた。故にこの「運命」　　べさものではない“was　man　erklaren・nic驚

は生を堕落せしめる精神の敵たる古代のμo？ρα　　Was　rnan　vOraUssetZen　sOIL”ことを述べた。

のようなものではなくて、却つてこれを歌つた古　　魂明することだけが許されているようなものがそ

代詩人への勝利を意味する如きものであつた。そ　　こにある。Herbartの自然を理解する爲に我々は

れは「自然の連鎮」が人間の意志をくぐつて活動　　途にはここに赴かねばならないのであつた。併し
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今はK．Hantschにならつて、心理学はSeele・　　り、正に此の故により広汎な実施を必要とした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
nreale間の自己維持の考察を、自然哲学はRe・　　のである。」と述べている場合も同様であつ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
alenの間の可能的対立の考察を示すということ　　て、このようなPestalozzi拡大の企図は、

を述べて置くに止めたい。HerbartはケAllgem一　　所詮Herbartその人の哲学的世界観や性格的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぼ　う
eine　Pad員gogikの中で、「人間の普遍的依存性　　独自性による着色は免れ得なかつたとしても・

に関する共鳴こそ凡ゆる宗教の本質的原理であ　　常にPestalozzi教授法のある限界の認識に立
る三゜）」と述べているが、このような認謝「世界　つて、そこに残され燗題をより錐させよう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　らり
の美的表現」に属することを思うと、宗教はその　　という自覚に於て途行されたという事が出来

まま自然哲学とも通じて来るものでなければなら　　る。更にいえば、一個のあくまで深く且つ偉大

ない。以上Rede　bei　Er6ffnung　der　Vorles・　　な教育体1験に、学問的操作を通じ、学問の名に

ungen廿ber　P記agogikにおける自然の見解を　　おいて、普遍的形式を与え、之を凡ゆる教育者

之と前後して現われたHerbartの諸労作から浮　　の手に引き渡すこと、・Herbartの試みたと

彫してみて、その内容を探つて見た。　　　　　ころは実に之であつた。併しこの事は決して

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pestalozziを超えるとか，況んや否定するとかを
　　　　孤結　び　　　　　意味する如きものでは無かつた。彼が、「我々1ま

　以上Rede　bei　Er6ffnung　der　Vorlesungen　　この準備（教育学的Takt）のおかげで・完壁な

Uber　Padagogik．のDer　Taktの問題を考察　　技術の巨匠になれる等と期待してはならない・…

して、その構造を述べ、之を眞に教育的ならしめ　　我々は個々の事柄を直ぐに独りでやれるように・

る所以のdi・Ub・・1・g岨9の内容として、陶冶　自己の工夫創造鰭die　E「findungsgabeを信

性と自然の問題をその当時の彼の諸論文と関連し　　頼せねばならない。」という時・個人的体験の封

て検討して来た。なお此の講義には、教育の最重　　鎖性から一応解放される事によつて成立した学問

要手段としてギリシヤ文学と数学が指摘されてお　　一般が、再び帰り来つて教育実践裡に個性的形成

り、又眞のDer　Takt形成の結果としての時間的　　を途げる時にこそ、教育学的Taktも眞にその意

余裕が、単に監督者に尽きない教育者を生むとい　　義を充実することを明かにしたものといえる。そ

う教師観などが示されてあり、之に関して言及す　してHerbartのこのような言葉の背後には・依

べき諸論点もあるが今は之を割愛する。この講義　　然として、Pesta10zziの不朽の教育実践に対する

の前年に書かれたtJber　Pestalozzi’s　neueste　　彼の深い感動がひそんでいるといえないであろう

Schrift：Wie　Gertrud　ihre　I（inder　lehrte．　　か。　HerbartはPestalozziが教育的天才であ

An　drei　Frauen．において、　HerbartがPest一　　る事を許した。併し彼自らは教育学者であろうと

aloz2iの目標をdas　Heil　des　Volksと理解した　　した。偶然に酬弄され勝ちな．そして偉大な

事には先にふれたが、更に他の箇所では、“Also：　　Pestalozziにおいてすら正しい学問的形態が与え

dem　Verkehr　des　Menschen　mit　seiner　Welt　　られない「青少年陶冶のi若い技術」が如何なる方

zu　fordern，　das　ist　Pestalozzi・s　erster　Zwe．　　向と形態を取るべきかについてのHerbartの関

c躍～と述べている。併しこのような万人に共通　　心は、1800年初期の諸労作の各所に之をうかがう

な現実的、必然的要求に立つ限りの教育は、He・　事が出来る。その意味で教育実践におけるDer

rbartに取つては予備的配慮eine　Pralirninars－　　Taktの在り方如何の問題は・正に彼の関心の焦

。，gご2）ともいうべきものであつて、彼はより高度　点であつた。ここにR・d・b・i　E・6ffnung　d・・

の文化をeine　h6here　Culturを形成する爲に　　Vorlesungen　Uber　PadagogikにおいてDe「

は、教育者は常に美的知覚の可能性に配慮すべき　　Taktの問題が取り上げられる必然的理由があつ

であるとした。このようなHerbartの見解は例　　た。そこに加えられたDer　Taktへの学問的考

えば、P。、tal。。。i・。1dee　eines　ABC　d・・Ansch．　察は簡潔なものであつたけれども・之に相前後す

auungの中で、「Pestalozziはこの説（直観の　　る諸論文との関聯において之を見る時・教育にお

ABC）を狭い醐即ちただ民衆教育に対してのみ　けるD・・Taktの正しい構造に関して・今もな

取扱つたが、これは凡ゆる教育に属するものであ　　お我走に豊かな示唆を提供するものである。
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　　　　Zweiter　Abdruck・11．Band　3　Vorwort・V　　　　　　　るのは、例えばAn　Herr　von　Steiger（1797－一

　　　　以下」・F・Herbart’s　S・W・11と略記。　　　　　　　　　　1799）の家庭教師報告の中でも、既に此のRegel・

3」．R　Herbart’s　SW．11，　a．aO．　　　　　　　　　　　　m直ssigkeitへの関心が、義務の知的理解とか数学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ4G・Weiss：a・a・0・S・15　　　　　　　　　　　　　　　　の道徳教育的効果とかの見解として、いろんな形

5G．　Weiss：a．a．0．　S・16　　　　　　　　　　　　　　　で散在している事である。例えばξ‘Die　Tugend
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6Herbart’s　S．W．11，　Uber　Pestalozzi’s　neueste　　　　　muss　sich　ihm　durch　ihre　Regelm菱ssigkeit

　　　　Schrift：Wie　Gertrud　ihre　Kinder　lehrte．　　　　　empfehlen：das　Unrecht　muss　ihm　als　eine
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　An　drei　Frauen・・S・46・　以下Uber　Pestalozzi’s　　　　　Ungereimtheit　ver註chtlich　werden．”（J．F．　He－

　　　　neueste　schrift・と略記。　　　　　　　　　　　　　　bart’s　S・W・11，　An　Herr　von　Steiger．　S．16）

7G・Weiss：aa・0・S・16　　　　　　　　　　　　　　等はこれである。

8　これは」．F．　Herbart’s　P謹dagogische　Schriften，　　31⑰ber　Pestalozzi・s　neueste　Schrift．　S．49

　　　　mit　Herbart’s　Biographie　herausgegeben　　　　　32　J．F．　Herbart’s　S．W．11，　An　Herr　von　Steiger．

　　　　von　Dr．　F．　Bartholomai，　neu　bearbeitet　von　　　　　　S．12

　　　　Dr．　E．　v．　Sallw6rk．8AufL，　S．451ではErste　　　33　a．a、0．　S．22

　　　　Vorlcsungen　Uber　P姐agogik（1802）となつて　　　34　これらはHerbart倫理学の核心ともいうべき美的

　　　　いる。以下J・F・Herbart’s　P謹d・Schr・と略記。　　　　　表現としての世界把握やGeschmacksurteil等の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　gJ．F．　Herbart’s　S・W・11，　Uber　das　Standpunct　　　　　基本的概念に至る前芽として甚だ重要なもめで、そ

　　　der　pestalozzi’schen　Unterrichtsmethode，　　　　　　れが既に21才から23才の青年時代に準備せられて
　　　　　　　　　　　　　　　ココ
　　　　S．351以下Uber　das　Standpunct．と略記。　　　　　　いるのは興味深い。

10　J．F．　Herbart’s　P江d．　Schr，　Allgemeine　　　　　　　　35　Uber　Pestalozzi’s　neueste　Schrift．　S．59

　　　P住dagogik，1Buch．2Kap．　S．156　以下A119．　　36　a．a．0．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コロ　　　P註d．と略き己。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　37　Uber　das　Standpunct．　S．345

11’J．F．　Herbart，s　P還d．　Schr．，　S．455，　Anm．　　　　　　38　aa．O．　S．346

12」．F．　Herbart｝s　S．W．11，　Rede　bei　Erδffnung　　　39　a．a．0．

　　　der　Vorlesungen　6ber　P還dagogik．　S．63－64　　　　　40　Rede　bei　Er6ffnung．　S．63

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下Rede　bei　Er6ffnung．と略記。　　　　　　　　41　Uber　das　Standpunct．　S．346

13Rede　bei　Er6ffnung，　S．66－67　　　　　　　　　42長田新：ペスタロツチー教育学、第1章4，12頁

14a．a・O．　　　　　　　　　　　　　　　　　43同書第1章7，16頁
15a・a・0・　←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　44同書　第1章序説ペスタロツチー研究に就いて

16a．a．O．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　45　G．　Weiss：Herbart　und　seine　Schule．　S．13＿14

17　a．乱0．　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　46　a．a．0．　S．16

18　aa．O．　S．68　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　47　Uber　PestalozzPs　neueste　Scbrift．　S．47

19　a．a．O．　　　　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　48　a．a．O．　S．51

20Pestalozzl　S註mtliche　Werk＆herausgegeben　　　　49　a．a．0．

　　　von　Arthur　Buchenau，　Eduard　Spranger，　　　　　　50　a．a．O．　S．52

　　　Hans　Stettbacher．13　Band，　Wie　Gertrud　lhre　　51　a．a．O．　S．53

　　　Kinder　Iehrt．　S．194以下Pestalozzi　S．W．13　　　52　a．a．O．

　　　　と略記。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　53a．a．O．

21Pestalozzi：s．W・13，　a．a．o．　s．215　　　、　　　　54　a．a．o．　s．54

22　a．a．0．　S．216　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．　　　　　55　a．a．O．　S．51

23　a．a．O．　S．215　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　56　Rede　bei　Erδffmlngl　S．68－」59

24　a．aO．　S．235　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　57　a．a．0．　S．69

25　a．aO．　S．235　　　　　　　　　　㌧　　　　　　　　　　　　　　　　　　58　a．a．0．
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　　　　　　　59a．a．0．　S．70　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その模倣物を作る大工、この模倣物を更に模倣す

　　　　　　　60　a．a．0．　S．72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る画家についてSokratesと　Glauconがイデア

　　　　　　　61教育対象の考察に関する此の箇所は、E．　von　　　　　　論を展開する。なおHerbart：Lehrbuch　zur

　　　　　　　　　　SaHwUrk編輯、　F．8artholomai出版のJ．　F．　　　　Einleitung　in　die　Philosophie．　Vierte　Auflage

　　　　　　　　　　Herbart’s　P互dagogische　Schriften（1922）S．464　　　　　　nebst　den　Abwelchungen　deピersten　bis

　　　　　　　　　　には見られるが、G．　HartensteinのJ．　F．　Herb－　　　　dritten　Auflage・mit　Einf6hrung　herausgeg－

　　　　　　　　　　arts　Sammtliche　Werke　ll　Band所政の同論文　　　　　eben　von　K　Hantsch・・4　Abschn・4kap・§

　　　　　　　　　　の末尾には省かれている。　　　　　　　　　　　　　　　Begriff　der　absoluten　Qualit翫enの箇所参照。

　　　　　　62a．a．0．　S．74　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以下Lehr加ch　Z．　Ein1．　in　die　Phi1．と略記。

　　　　　　63J．　F．　Herbarts　P員d．　Schr．，　S．464，　Anm．，4　　　　　77以上のHerbartの哲学的立場についてはPestaL

　　　　　　64　a．a．0．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ozzi’s　Idee　eines　ABC　der　Anschauung．　S．95

　　　　　　65“Zwei　Eigen”〔schaften〕に関するこの場合の　　　　一98参照。

　　　　　　　　　　BildungとBildsamkeitとの対置はG．　Weiss：　　78　Lehrbuch　Z・Ein1・in　die　Phi1．，4Abschn．4

　　　　　　　　　　Herbart　und　seine　Schule．　VI．　Allgemeine　　　　　　kap．　S．255

　　　　　　　　　　P註dagogikにおける　Bildsamkeitの説明中に見　　　79　a．a．0．・S．257

　　　　　　　　　　える‘‘Soll　die　VerwirkHchung（Bildung）der　　　80　a．a．O．1Abschn．1kap．　S．41

　　　　　　　　　　reallen　Mδ91ichkeit（Bildsamkeit）zustand　　　　81　a．a．O．　S．257＿258

　　　　　　　　　　kommen，　so　bedarf　es　der　Mitwirkung　von　　　　82　a．a．O．　S．250

‘　　　　etwas　Uusserem・”（S・180）なる言葉から示唆せ　　　83　G，　Weiss：Hβroart　und　seine　Schule．　S．173

　　　　　　　　　　られたものである。　　　　　　　　　　　　　　　　　なおAU9．　P互d．，1Buch，2kap．1．S．156

　　　　　　66例えばA119．　P註d．1Buch．11（ap．　V　S．165に　　　84　a．a．0．　S．174

　　　　　　　　　　おける‘‘Die　Art　der　Entschlossenheit　ist　der　　　　85　a．a．O．

　　　　　　　　　　Charakter．”といつた言葉もこの場合と同じ見解　　　86　A119．　P嚢d．3Buch．4kap．1．　S．246

　　　　　　　　　　である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　87　a．a．0．　S．3Buch．4kap．1．S．244

　　　　　　67　Allg．　P註d．3Buch．　I　S．243　　　　　　　　　　　　　88　a．a．0．　Erste　Vorlesungeu　Uber　P還dagogik．　S．

　　　　　　68　J．F．　Herbarts　P嚢d．　Schr．，　Umriss　p菱dagogisc－　　　　　460，　Anm．

　　　　　　　　　her　Vorlesungen．1Tei1．1Kap．　以下Umriss・　　　　　HerbartがEmileの教師としてのRousseauを

　　　　　　　　　　と略記。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　批判した見解など　　Rede　bei　Erδffnun9．　S．71

　　　　　　69G・Weiss：Herbart　und　seine　Schule・S・106　　　　　　　から見て、　E．　von　Sallw6rkのこのAnm，の

　　　　　　70」・F・Herbart’s　P註d・Schr・・Um宇iss・Einleitung．　　　　推定は確実と思われる。

　　　　　　　　　　S．300　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89　Rede　bei　Er6ffnllng，　S．72　’

　　　　　　71　a．aO．　Einleitung．§1　　　　　　　　　　　　　　　　　90　Allg．　P苞d．2Buch．5kap．1．S．196

　　　　　　72G・weiss：Herbart　und　seine　schule・S・175－　　　91石戊ll謙博士、還歴記念論文集　教育の史的展開：

　　　　　　　　　176　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘルバルトの「世界の美的表現について」（岩崎喜

　　　　　　73　篠原助市：欧洲教育思想史・上巻383頁　　　　　　　　　一）703頁
　　　　　　　　　　ウ　　　　　　　74　Uber　den　Standpunct．　S．349　なお、ここに「論　　　92　Al19．　P註d．1Buch．2kap．1，S．156

　　　　　　　　　点は特に先験的自由に関してのみであつて叡知的　　93Pestalozzi’s　ldee　eines　ABC　der　Anschauung：

　　　　　　　　　世界一般や自由一般についてではない。、」と註して　　　　　ueber　die嚢sthetische　Darstellung　der　Welt，

　　　　　　　　　　あるのは注意を要する。　　　　　　　　　　　　　　　als　das　Hauptgesch齪t　der　Erziehung．　S．220

　　　　　　75　この心理学的立場及び自由に関する見解について　　94a．a．O．S．218

　　　　　　　　　　は、a．a．0．　S．350－－351　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95　a，a．0．　S：231

　　　　　　76」．F．　Herbart，s　S．W．11，　Pestalozzi’s　Idee　eines　　96　a．a．O．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　　　ABC　der　Anschallung　als　ein　Cylus　von　Vor－　　　97　Uber　das　Standpunct．　S．349－350

　　　　　　　　　6bungen　im　Auffassen　der　Gestalten　wissens－　　　98　Lehrbuch　Z．　Einl．　in　die　Phil．　L　X　ll

　　　　　　　　　chaftlich　entwickelt．　S．97　以下Pestalozzi’s　　99　a．a．O．

　　　　　　　　　Idee　eines　ABC　der　Anschauung．と略記。な　100　AIIg．　Pad．2Buch．5kap．　r　S．209

　　　　　　　　　　お、このPlatonの言葉の意味についてはPoliteia　　101　Uber・Pestalozzi’s　neueste　Schrift．　S．58

　　　　　　　　　第10章参照。そこでは一つの寝台を創造した神、　　102a．a．．O．　S．60
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44　　、　　　　　　　　　　　　井　　　野　　　正　　　人

103　PestaloZzi’s　Idee　eines　ABC　der　Anschauung．

　　S．82．Anm．

104　スイス滞在時代のAn　Von　Steigerの中で、　He－

　　rbartは自己の性格反省を行つており、その非社

　　交性に関聯して、概念を生活裡に生かす事よりも、

　　概念の知的根拠づけにより、多くの関心を有つた事

　　を述べている。（Herbart’s　S．W．　An　von　Steiger．

　　S．37）

105　Herbartが、　Uber　den　Standfunct　der　Beurt－

　　eilung　der　pestalozzi’schen　Unterrichtsme

　　thode（1804）の未尾で、　Basedowの方法と

　　Pestalozziの方法とは併用さるべきものであるの

　　に、未だに充されない間隙があることを指摘してい

　　る等もその一つである。Ube　r　den　Standpunct．

　　S．353　　　　　　　　　　　　　　　．

106　Rede　bei　Er6ffnung．　S．70－71


